
 

 

 

 

 

 

 

サイじゃなくてゾウになってほしい ！ 

校長 河野 佳子 

子どもの「やってみたい！」を大切にした教育について。 

八王子市保・幼・小子育て連絡協議会講演会 

「みんなで伴走し、育てよう！八王子の子どもたち」

講師 東海大学児童教育学部 寳来 生志子 准教授

のお話です。 

大事なことが 4つあります。 

〇 「考えないスイッチ」が入らないようにする 

〇 子どもたちの興味・関心、わくわく感を大切にする 

〇 子どもにきく 

〇 「手応え感覚」を大切にする 

詳しくは、それぞれ次のような意味です。 

〇 「手はお膝、余計なことは言わない、指示されたこと

をよく分からなくても実行する」など、自分で考えない

で、ただ言われたことに従う子供に育ててはいけません。

そういうことを時代は求めていませんし、子ども自身も、

もともと求めていません。 

〇 子ども自身が興味・関心をもっているとき、その子の

もっている最大限の力が発揮される。 

〇 これまでの子どもの育ちを土台に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 価値ある体験を通して 

⇒気付き・手応え感覚（ポジティブ感情） 

① 充実感「すがすがしい」「気持ちいい」などの言葉

にならない満たされた感覚、②～④を支える 

② 達成感「なるほど」「分かった」「できた」「できそう

だ」などを支える感覚 

③ 自己有能館「少しは成長したかな」「前よりもうまく

いったぞ」などと自己の成長を実感する感覚 

④ 一体感「一緒でよかった」「みんながいたから」「み

んなでやると楽しいな」などの協同的に学ぶ価値

を実感する感覚 

⇒次への行動の意欲 

「自分から『～するゾウ！』とやっていけば、必ずいいこと

が起こる」という手応えが次の行動の意欲になり、学び

に向かう力を育んでいく。 

 

「やってみたい！」を大切にしたい、元木小の２学期

始業式では「サイではなく、ゾウになってほしい」と話し

ました。 

 

 

 

 

 

 

「そこの散らかってるところ片付けなさい」 

「いつまでも遊んでないで、早く宿題をしなさい」 

皆さんの家でこんな会話がありますか。 

２学期、元木小の子どもたちには『片付けなさい、早

くしなさい』と、人から言われるサイじゃなくて、『やって

みるぞう、がんばるぞう』と自分からすすんでやるゾウ

になってほしいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

              

 

 
元木小だより 

学校・保護者・地域の方々の連携による「チーム元木」で「笑顔があふれる学校」に～共育・協育、今日行く 

令和７年８月２７日【８・９月号】 八王子市立元木小学校 校長 河野 佳子 

何でも教えてあげなければならない 

丁寧に教えてあげなければならない 

自分の力だけではできないことが多い 

今までの経験でたくさんの知識や技能を獲得

していることを理解する。 

知識を押し付けない、否定しない、待つ。 

丁寧すぎない指導 

「どうしたい？」「どう思う？」と子供の意思

を尊重し任せる。 

発想の転換 

https://assets.st-note.com/production/uploads/images/78357006/rectangle_large_type_2_5d1029bd3f388e9c692f13f48d525221.jpeg?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


【6年日光移動教室】 

６年生は、１学期末の７月１０日から１２日まで、

日光移動教室に行ってきました。天候が心配では

ありましたが、全ての予定を実施することができま

した。昨年度の八ヶ岳移動教室での経験や 1学期

に準備してきたことを活かして、校外での集団生活

を過ごしました。実行委員を中心に、自分たちの力

で楽しい行事をつくっていこうとすすんで声を掛け

合いました。学年全体でより絆が深まった３日間に

なりました。   

移動教室での学びをこれからの学校生活で発

揮し、頼れる元木小のリーダーとしてさらに活躍し

ていくことを願っています。保護者の皆様には、様々

な面でご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教材費の引き落としについて】 

  ９月16日（火）に教材費の引き落としがあります。口

座の残額をご確認ください。 

運動会について 

日時 １０月４日（土） ※雨天の場合延期 

運動会の種目については、徒競走と団体演技、団

体競技を行います。団体演技と団体競技につきまし

ては、低・中・高のブロックごとに行います。詳し

いプログラムや観覧につきましては、別途９月に配

布するお便りをご覧ください。 

 

保護者の皆様へのお願い 

〇運動会に向けて体育の時間が増えます。汗ふきタ

オル・水筒を持たせてください 

〇体育着が汚れた場合や、洗濯が間に合わない場合

等は、体育着の代わりに装飾やファスナーが付い

ていない Tシャツ・短パンを用意して、お子さん

に持たせていただいても構いません。 

【漢字検定（漢検）を１月に予定しています】 

今年度も、学校運営協議会が中心となって日本漢字

能力検定協会主催の漢字検定（漢検）を実施する予

定です。本校を準会場として、令和８年１月３１日（土）

に行う予定です。 

日本漢字能力検定協会からのお知らせ（概要）の配

布、受検申し込みは１２月頃を予定しています。漢字力

の向上をはじめとした広範な学力の向上を目指し、ぜ

ひ挑戦させてください。 

【上履きの寄付のお願い】 

学校で貸出用に利用させていただくために、

使用しなくなった上履きの寄付をお願いいたしま

す。 

①洗ってあるもの 

②穴等開いておらず、使用可能なもの 

２学期の回収は、９月３０日迄で 

回収場所は 2階職員室前の箱にお願いします。 

（昇降口付近の回収箱は八王子市のリサイクル箱となっ

ております。）今後も学期毎にお願いをさせていた

だく予定です。ご協力お願いいたします。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

【八王子市教育委員会からのお知らせ】 

不登校をテーマとした保護者サロンの開催につきまして 

１. 対象   市内在住で小・中の保護者の方々 

２. 日時   令和７年９月２６日(金) １７：４５～２０：００頃 

３. 会場   八王子市立第五中学校 

４. 内容   ・講演「不登校の子どもたちが活用できる本市の資源」 

     ・第五中学校夜間学級の説明 および見学 

５. 定員   ３０名（先着順）                    問い合わせ・申し込み 

６. 申し込み ９月１日(月)から 右のQRコードもしくは電話にて     ☎042-663-3216 

（高尾山学園内 教育指導課登校支援担当） 


